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明
治
一
初
期
農
村
経
済
の

考
察

寺

島

同よー・

ノ、

白
州

ま

え

ヵー

き

資
本
主
義
成
立
期
に
お
け
る
炭
村
の
商
品
生
産
の
発
達
程
度
、
商
品
流
通
の
渉
透
程
度
、

経
済
発
展
度
の
如
何
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
そ
の
国
の
資
本
主
義
の
内
容
と
特
殊
性
を
解
明
す
る
た
め
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
乙
と
で
あ

る
。
従
来
日
本
に
お
け
る
封
建
社
会
の
崩
壊
或
い
は
資
本
主
義
の
発
達
が
論
ぜ
ら
れ
る
場
合
、
常
に
こ
の
点
が
関
説
さ
れ
て
い
た
。

一
言
に
し
て
い
え
ば
、
農
村
に
お
け
る
商
品

← 51 -

し
か
し
い
う
迄
も
な
く
農
村
の
商
品
経
済
発
達
度
を
検
討
す
る
に
は
多
く
の
困
難
な
問
題
が
伏
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
発
達
度
測
定
の

指
標
と
し
て
何
が
妥
当
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
、
ま
た
乙
れ
を
と
り
あ
げ
る
際
に
お
け
る
資
料
上
の
諸
制
約
、
さ
ら
に
こ
の
時
点
に
お
い

て
顕
著
な
地
域
的
特
性
を
い
か
し
て
全
体
と
関
連
し
て
迎
解
す
べ
き
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
農
村
の
商
品
経
済
発
達
度
を
検
討
す
る
に
は
多
く
の
困
難
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

を
と
り
あ
げ
、
そ
の
発
達
度
と
地
域
性
を
検
討
す
る
試
み
は
、
山
口
和
雄
教
授
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
同
教
授
は
「
明
治
七
年

府
県
物
産
表
」
の
分
析
に
基
づ
い
て
、
当
時
の
農
村
商
品
経
済
発
達
度
を
農
村
的
商
品
生
産
額
に
着
目
し
て
考
察
を
加
え
た
の
で
あ
る
。

一
応
全
国
的
規
模
で
こ
れ

ζ

の
分
析
方
法
は
、
ま
ず
重
要
な
商
業
的
農
作
物
及
び
燦
村
工
業
品
(
以
下
本
稿
に
お
い
て
は
両
者
を
農
村
的
商
品
と
呼
ぶ
ζ

と
に
す
る
)

と
し
て
、
繭
・
生
糸
・
綿
・
綿
糸
・
麻
・
織
物
・
藍
・
菜
種
・
油
・
蛾
・
煙
草
・
茶
・
一
泊
・
醤
油
・
砂
糖
・
紙
・
畳
蓮
類
の
十
七
品
目
を

経
済
学
研
究

ムノ、



明
治
初
期
農
村
経
済
の
一
考
察
寺
島

選
定
し
、
そ
の
生
産
額
合
計
を
各
府
県
及
び
各
地
区
毎
に
算
出
し
、
そ
の
産
額
合
計
の
多
い
府
県
又
は
地
区
ほ
ど
農
村
の
商
品
生
産
が
発

達
し
て
い
た
と
解
釈
さ
れ
た
。

乙
の
分
析
方
法
は
極
め
て
有
効
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
ま
た
欠
陥
を
も
ま
の
が
れ
え
な
い
。
し
か
し
そ
も
そ
も
農
村
商
品
経
済
の
発
達

度
を
直
接
的
に
し
か
も
正
確
に
把
握
す
る
特
殊
な
手
段
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
た
め
に
は
種
々
の
視
角
か
ら
分
析
を
加
え
て
程
度

と
傾
向
を
推
定
し
、
次
に
ζ

れ
ら
に
関
連
す
る
諸
条
件
に
検
討
を
加
え
て
、
信
感
度
を
高
め
る
以
外
に
方
法
は
な
い
。

本
稿
は
主
に
山
口
教
授
の
算
出
し
た
結
果
に
依
拠
し
て
、
こ
れ
に
若
干
の
操
作
を
加
え
、
明
治
維
新
後
日
浅
く
、
地
和
改
正
実
施
中
の

ハ3
》

い
わ
ば
臼
木
農
村
の
一
大
変
革
期
た
る
明
治
七
年
頃
の
農
村
の
商
品
経
済
発
達
度
と
そ
の
地
域
性
を
把
援
す
る
た
め
の
一
試
論
で
あ
る
。

(2) (1) 

山
口
和
雄
「
明
治
七
年
府
県
物
産
表
の
分
析
」
(
「
明
治
前
期
経
済
の
分
析
」
所
牧
)

O

「
明
治
七
年
府
県
物
産
表
L

に
は
北
海
道
、
琉
球
を
除
く
一
一
一
府
六

O
県
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
滋
賀
・
鹿
児
島
両
県
は
調
査
が
板
め
て
不
充

分
な
た
め
、
ま
た
相
川
県
(
佐
，
綬
〉
は
小
県
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
除
い
て
あ
る
。
な
お
秋
田
・
山
口
・
大
分
の
一
一
一
回
以
で
は
、
一
部
調
査
洩
れ
の
と

こ
ろ
が
あ
る
。

地
域
性
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
分
析
視
角
を
同
時
に
す
る
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
次
の
論
考
が
あ
る
。
下
山
三
郎
「
明
治
十
年
代
の
土
地
所
有
関
係

を
め
?
っ
て
」
(
「
殴
史
学
研
究
」
一
七
六
号
所
収
)
、
古
島
敏
雄
・
守
田
志
郎
「
明
治
期
に
お
け
る
地
主
制
反
展
開
の
地
域
的
特
質
」
ハ
明
治
史
研
究
殺

害
第
五
巻
「
地
主
制
の
形
成
」
所
牧
)
、
大
内
力
「
地
祖
改
正
前
後
の
農
民
間
間
の
分
解
と
地
主
制
」
ハ
宇
野
弘
践
編
「
地
祖
改
正
の
研
究
」
上
巻
所
牧
)
。
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(3) 

一
、
基
本
表
作
成
方
法

農
村
に
お
け
る
商
品
生
産
発
達
度
と
そ
の
地
域
性
を
検
討
す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
基
本
表
(
第
二
次
)
を
作
成
し
た
。
こ
れ

は
山
口
教
授
の
算
出
さ
れ
た
府
県
毎
の
七
品
目
生
産
額
合
計
を
利
用
し
、
こ
れ
に
四
麓
類
の
方
法
で
予
を
加
え
、
府
県
毎
及
び
地
区

毎
に
一
覧
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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明
治
初
期
農
村
経
済
の
一
考
祭

寺
島

(ニ)

京都 5，250，087 9.19 32.39 32.2 A A A A 

大阪 2，593，528 4.75 33.10 27.1 A A A B 
近

堺 1，835，058 3.98 8.09 34.3 B B A A 

畿
奈良 1，953，514 4.53 10.51 25.5 B A A B 

和歌山 943，390 1.65 4.94 19.2 C C B C 

区
兵ji'fl 1，495，741 7.43 18.31 40.0 B A A A 

%¥I !i;ti 1，794，166 2.75 5.62 22.2 B B B B 

盛岡 1，532，068 3.02 5.84 29.9' B B B B 

(平均) 2，174，694 4.41 11.54 28.6 A A A B 

四 f名東 4，095，017 3.03 10.81 30.2 A B A A 

国愛媛 1，755，167 2.21 4.41 24.7 B B B B 

区高知 1，080，375 2.03 4.65 19.0 B B B C 

(卒均) 2，310，186 2.59 6.86 26.3 A B B B 

474，472 2.18 3.94 17.4 C B C C 

山 岡山 758，639 2.26 . ....， 21.0 C B i B B 

陽小E8 1，044，971 1.68… 4.16 18.1 B C C 

区広島 1，842，174 1.95 3.44 22.2 B C C B 

山口 3，532，603 4.21 8.82 22.6 A A A B 

(平均) 1，530，859 2.59 5.13 21.2 B B B B 

山! 鳥取 650，054 1.65 3.14 21.7 C C C B 

陰島根 612，151 1.79 4.03 17.9 C C B C 
l玄 浜 田 528，262 1.96 3.53 21.0 C C C B 

(平均) 596，822 1.79 3.52 20.0 C C C C 

小倉 396，624 1.25 2.30 13.2 C C C C 

福岡 631，697 1.40 3.63 11.0 C C B C 
ブし 佐賀 587，150 1.20 2.68 17.3 C C C C 

1'11 
長崎 801，335 1.19 2.40 13.8 C C C C 

三瀦 1，050，214 2.64 6.61 27.5 B B B B 

区
臼 111 1，361，005 1.41 2.64 19.6 B C C C 

大分 1，066，523 1.83 3.08 26.4 B C C B 

宮崎 809，443 2.10 4.09 18.8 C B B C 

(平均) 837，999 1.58 3.17 18.1 C C C C 

全 国 平 均 1，495，884 2.78 5.98 24.8 

(全国計) (89，753，026) 

ヤオiロlげ)

表〉

|商品生 l商品官Ir叩率lE主IltA I i主主)J1BI
(円) ! (円) I (%) 

本

j災村的商品
地区・府県|生産額

(円)

(基

げ)， lロ)， [ハ')， [斗はそれぞれ左欄の農村的商品l:tilll額，商品生産皮 A，商品

とと践皮 B，商品化本の程度を表わす記号である。本文の註参H君。
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B
B
C
B
B
 

c
c
c
c
c
c
c
B
B
A
B
C
 B
C
A
A
A
C
B
B
C
B
 

A
B
A
B
A
 B
B
A
B
C
B
 

いl

A

A

B

 
A
C
C
B
 B
B
B
A
B
 

C
B
C
C
C
C
C
A
B
B
B
C
 

A
B
B
B
B
 

c 

B
B
B
B
C
B
 

(ロ)

語草 432，654 0.89 2.04 13.8 C C 

手 433，934 1.34 4.69 17.7 C C 

沢 749，417 1.97 2.78 17.0 C C 
城 657，052 1.56 3.25 16.8 C C 

同 853，401 1.41 2.79 16.4 C C 

田 145，756 。‘70 1.15 6.8 C C 

形 438，832 1.41 3.17 18.3 C C 

j湯 560，091 4.24 8.92 25.2 C A 

前 945，532 3.78 6.88 28.3 C B 

島 1，045，610 3.71 6.82 30.6 B B 
松 578，288 2.72 4.69 24.2 C B 

均) 621，870 1.90 3.75 19.5 C C 

城 715，863 1.89 20.4 C 

治 1.294，391 2.66 
3.37 

19.6 B B 

木 4，386，739 6.76 12.91 44.6 A A 

谷 5，531，646 6.67 17.13 31.9 A A 

玉 1，862，408 4.22 7.62 34.0 B A 

楽 1，598，975 1.51 16.3 B c 
E:( 966，149 1.13 13.70 22.7 C C 

奈川l 1，016，710 2.00 3.80 23.5 B C 

柄 678，935 1.92 3.54 18.6 C C 

均) 2，005，757 3.19 7.20 27.9 A B 

ilid 2，879，808 2.07 4.33 21.6 A B 

JlI 1，676，325 2.62 6.08 24.2 B B 

JII 1，300，647 1.88 5.15 19.6 B C 

賀 1，788，331 3.25 9.38 24.1 B B 

均) 1，911，277 2.33 5.52 22.3 B B 

主5 1，916，709 5.19 9.07 37.8 B A 

!IlJ 1，674，845 3.47 6.04 29.2 B B 

E努 2，098，543 3.71 6.76 31.8 A B 

阜 1，972，589 2.88 5.23 24.9 B B 

均) 1，915，671 3.65 6.52 30.2 B B 

岡 886，634 2.34 4.61 21.5 C B 

松 1，013，540 2.41 4.68 26.4 B B 

女LI 5，195，055 4.20 7.57 34.1 A A 

Zま 1，232，801 2.88 6.27 20.3 B B 
Aコヌh 749，400 2.02 3.89 19.1 C B 

均) 1，815，486 3.21 6.12 27.3 B B 

J
a
 

|商品生!商品生!附 i 
E主皮A I @11ilB I商日佑中|

(円) I (匹J) I (~b) I 

i 農村的尚品
地区・府県|生産主国

円)

(背
岩

水

北{2
止l
置

磐

i硲

1若

(卒

'茨

I ~好
関|栃

i古島
東 u奇

i千

区|東
iやl
'0 、A二

(平

i新

産!空
区 11コ

L敦

(卒

的
浜
愛
一
二
度
惇

nu 
京i長
長|筑

ll!皮

(卒

東

区

東

海

区

経
済
学
研
究

ム
ノ¥
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開
明
治
初
期
淡
品
約
経
済
の

点
侍
府
決

等
以
仰

の

は
山
口
教
授
の
用
い
ら
れ

で
あ
っ
て
、

そ
の
ま
ま
と
り
あ
げ
、

-
地
底
加

日
比
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
の
方
法
は
各
府
県
の
人
口
数

府
県

lζ 

人
当
り
の

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

人
口
数
は
「
明
治
八
年
金
潜
戸
籍
表
」
ー
に

て
い
る
、
明
治
八
年
一
月

お
現

の
も
の
そ
用
い
た
〈
以
下
に
お
い
て
は
便
宜
上
ζ

の
人
口
数
の
内
り
に
、

と
呼
ぶ
こ
と
に
す

-
地
底

た
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
燦
業
者
数
は
「
明
治
九
年
一

ぞ
れ
ぞ

「
商
品
生
産
変
B
い
と
呼
ぶ
〉
。
第
問
問
、
法
は
府
県
・
地
区
別
却
に
一
七

・
表
示
し
た
も
の
で
あ
る

い亡

..-=..~~ 
→ 

っ
て
い
る
(
こ

占
め
る

れ
、~

包丁

と
呼
ぶ
〉
。

こ
れ
ら
の
方
法
は
い
ず
れ
も
長
所
と
欠
認
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
す
は

法
は
燦
村
的
蕗
問
問
生
産
額
の

そ
の

し
て
い

し
も
乏
椛

て
は
い
な
い
。

ベ
一
部
以
上
も
多
い
が
、

tと

- 56-

る
の
で
、
そ
れ

の
府
惜
敗
の

り

み

lま

の
発
達
度
は
必
ず

ム
ぬ
く
、
人
口

え
ざ
る
を
え
な
い
。
第

し

て
比
較
的
信
綴
が
お
け
る
入
自
数
を
使
用
し
て
い
る
科
点
が
あ
る
が
、

る
弱
点
が
あ
る
。
当
時
全
国
平
均
で
は
農
業
者
数
は
総
人
口
の
盟
六
職
五
%
位
で
あ
っ
た
が
、
例

そ
れ
で
大
き
な
都
市
を
存
ず
る
府
祭
ほ
ど
農
村
的
商
品
の
生
濃
度
い
は
鼠
く
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

か
っ

、7
、E

F
h
u
v
{
4
ι
'
h
v
 

数
?
を
用
い
て
い
る
か
ら
、
第

の
か
か
る
欠
点
宇
佐
防
ぐ
ζ

と
が
で
き
る
が
、
し
か
し
当
時
の

そっ

人

、a

こ
、

P
V
-
J
-
、
i
v

っ
て
い
る
。

る

の

極
ぬ
で
大
き
か
っ
た
当
時

に
お
い
て
は

て
い
た
と
は
い
え
な
い

っ
て
い
る
。



従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
以
上
の
四
種
の
方
法
を
併
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
活
か
し
な
が
ら
短
所
を
補
い
、

で
き
う
る
か
ぎ
り
妥
当
な

検
討
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

(3) (2) (1) 

筆
者
の
算
定
し
な
お
し
た
結
果
、
水
沢
、
東
京
、
和
歌
山
、
兵
庫
、
豊
岡
、
福
間
の
六
府
県
に
つ
い
て
は
訂
正
を
加
え
て
あ
る
。

各
地
区
毎
に
所
属
す
る
府
県
は
、
山
口
教
授
の
分
類
と
若
干
奥
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

お
棚
仰
に
記
入
し
た
A

・
B
-
C
は
、
各
計
算
方
法
に
よ
る
結
田
市
を
見
や
す
く
す
る
た
め
に
便
宜
上
付
し
た
分
類
記
号
で
あ
っ
て
、
第
一
法
で
は
一

0
0

万
円
以
下
を

C
、
一

O
O
万
乃
至
二

O
O
万
円
を

B
、
二

O
O
万
円
以
上
を

A
、
第
二
法
で
は
こ
円
以
下
を
C
、
二
乃
至
四
円
を

B
、
四
円
以
上
を

A
、
第
三
法
で
は
四
円
以
下
を

C
、
四
乃
至
八
円
を

B
、
八
円
以
上
を

A
、
第
四
法
で
は
こ

O
%以
下
を

C
、
二

O
乃
至
二
一

O
%を
B
、コ一

O
%以
上

を
A
で
表
わ
し
て
い
る
。

内
務
省
地
理
局
編
「
地
誌
援
要
ハ
明
治
十
二
年
刊
)
」
四
五

l
四
六
頁
。

(4) 

ェ

、

地

区

別

考

察
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ま
ず
地
底
別

K
農
村
の
商
品
経
済
発
達
度
を
検
討
し
よ
う
。
便
宜
上
第
一
表
か
ら
各
地
区
平
均
の
数
字
を
拍
き
出
し
、
か
つ
全
生
産
の

一
人
当
り
金
額
ハ
以
下
に
お
い
て
は
「
民
富
度
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
)
を
間
加
し
て
作
成
し
た
第
二
表
に
よ
っ
て
み
よ
う
。

民
富
度
は
近
畿
地
区
が
最
高
で
一
五
・
三
九
円
を
示
じ
て
、
他
の
諸
地
区
を
か
な
り
引
き
離
し
て
い
る
。
二
位
乃
至
五
伎
の
山
陽
・
東

山
・
東
海
・
関
東
の
四
地
区
は
僅
差
で
い
ず
れ
も
全
国
平
均
を
若
干
上
廻
っ
て
い
る
。
以
下
若
干
の
差
を
も
っ
て
北
陸
・
四
国
・
東
北
・
山
陰
・

九
州
の
五
地
区
が
続
い
て
お
り
、
い
ず
れ
も
全
国
平
均
以
下
で
あ
る
。
最
下
位
の
九
州
地
区
は
首
位
の
近
畿
地
区
の
五
六
・
六
%
に
す
ぎ

ず
、
当
時
に
お
い
て
民
富
度
に
か
な
り
大
き
な
地
域
差
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
前
記
の
第
一
法
の
計
算
結
果
、
す
な
わ
ち
農
村
的
商
品
生
産
額
の
絶
対
値
を
み
る
と
、

四
国
地
区
が
首
位
で
あ
る
。
二
位
乃
至
六

そ
れ
ぞ
れ
僅
差
を
保
ち
な
が
ら
続
い
て
い
る
。
七
位
の
山
陽
地
区
は
六
位
の
東

位
の
近
畿
・
関
東
・
東
山
・
北
陸
・
東
海
の
各
地
区
は
、

経
済
学
研
究

-'--ノ、
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商品イ七率

i弓 i 円 円 円 dop v 

1 近畿 15.39 i四国 2.310.186 近畿 4.41 近畿 11.54 東山 30.2 

2 Il(f湯 12.21 近畿 2，174，694 東山 3.65 関東 7.20 近畿 28.6 

3 東山 関東 2，005，757 東海 3.21 四国 6.86 関東 27.9 

4 東海 11.73 耳.~111 1，915，671 関東 3.19 東山 6.52 東海 27.3 

5 関東 11.46 I 北陸 1.911，277 四国 2.59 東海 6.12 四国 26.3 

6 北陸 10.49 I 東海 1，815，486 1111努 2.59 北陸 5.52 北陸 22.3 

7 四国 9.87 山陽 1，530，859 こIGI~皇 2.33 Il(fil'} 5.13 山陽 21.2 

8 東北 9.72 九州 837，999 東北 1.90 東北 3.75 山陰 20.0 

9 U~ 陰 8.92 東北 621，870 山陰 1.79 山陰 3.52 東北 19.5 

10 九州 I-lil没 596，822 九州 1.58 九州 3.17 九州 18.1 

全国i附 i11.21 11 |ω，叫 1 2叶 1 5.9811 

1災村的商品
生 産 額皮ゼヂ

包I民位
同ヨ
3
J

、mJ 

海
地
区
よ
り
か
な
り
低
い
が

そ
れ
で
も
全
国
一
半
均
を
若
干
凌
駕
し
て
い

る
。
八
位
以
下
の
九
州
・
東
北
・
山
陰
の
一
一
一
地
区
は
、
単
に
全
国
平
均
よ

り
劣
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
絶
対
値
が
著
し
く
小
さ
く
他
の
七
地
区
と

の
聞
に
明
白
な
断
層
を
有
し
て
い
る
。

い
ま
最
高
位
の
四
国
地
区
に
較
べ

て
み
る
と
、
最
下
位
の
山
陰
地
区
は
僅
か
二
五
・
八
%
に
す
ぎ
な
い
。

以

上
の
地
区
別
順
位
が
前
記
民
富
度
の
順
位
と
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
の

lま

い
う
ま
で
も
な
く
人
口
数
と
商
品
化
率
の
走
兵
が
か
な
り
大
き
い
こ

と
に
基
づ
い
て
い
る
。

第

法
の
計
算
結
果
、
す
な
わ
ち
商
品
生
産
度
似
を
み
る
と
、
首
位
は

- 58ー

近
畿
地
区
で
二
位
以
下
を
か
な
り
引
き
離
し
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ

る
の
は
第
一
法
に
よ
る
と
皆
位
で
あ
っ
た
四
国
地
区
が
五
位
に
さ
が
っ
て

い
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
こ
の
地
区
が
他
と
比
較
し
て
一
県
当
り
の
人
口

数
が
多
い
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。

五
位
以
下
の
各
地
区
は
い
ず
れ
も
全

国
平
均
を
下
廼
っ
て
い
る
が
、
殊
に
東
北
・
山
陰
・
九
州
の
三
地
区
が
著

し
く
低
い
点
は
、
前
法
の
計
算
結
果
に
お
い
て
み
ら
れ
た
の
と
同
様
で
あ

る
第
三
法
の
計
算
結
果
た
る
商
品
生
産
度
四
を
み
る
と

こ
こ
で
も
首
位

は
近
畿
地
区
で
あ
っ
て
、
二
位
以
下
を
か
な
り
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。



イ立
の

-
閤
陸
・
東
山
・
東
海
・

の

そ
れ
ぞ
れ
比
較
的
儀
差
で
、
い
わ
ば
M

中
間
グ
ル
ー
プ
を
お
沙
成

し
て
い
る
が

し

の

後一一

上
伎
と
下
位
と
の
懸
隔
は

ωの

っ
て
い
る
。

に
お
い
て
も
、
東
地
・
出
路
間
・
九
州

の

地
区
は
下
位
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
お
り
、

一
一
層
大
き
く
な
っ
て
い
る
点
が
注
尽
き
れ

Z
Q
Q
 

間
関
法
に
よ
る

の

み
る
と
、

涯
での

は

東
北
・
九
州
の

地
区
は
依
然
と
し
て
下
位

グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い

こ
こ
で

に
比
し
、
商
品
化
系
で

区
聞
の

く
な
っ
て
い
る
ζ

と
で

以
上
考
察
し

で

し、。

つ
ま
り
総
生
産
物
の
人
口
一

の
僻
絡
が
著
し
く
一
品
く
、
し

言ヲー

か
も
そ
の

の
占
め
る

い
わ
け
で
応
る
。
従
っ
て
商
品
性
産
震
は
強
地
区
ぞ
か
な
り
計
み
が
醸
し

て
い
る
。

束
中
地
阻

や
や
上
翻
っ
て
い

で
あ
る
が
、
織
品
化
率

い
で

あ
る
。
そ
れ
で

1，' 。

東
海
地
区
・

:
両
区
と
も
民
包
皮
・

や
や
上
廻
っ
て
お
り
、

っ
て

ずこ

区
は
東
京
府
そ
含
ん
で
い
る
た
め
、

貯
が
か
な
り
高
く

近
畿
地
区
に
次
い
で
第

位
を
占
め
て
い
る
。

lこ

(践し

か
し
蕗
口
口口

化
壌
で
は

い
で
い
る
の

間

は
低
い
方
で
東
北
等
の

で

こ
れ
ら

地
区
よ
り
相
当
高
い
。

伎
を
・
6
め
で
い
る
。

一六
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山
陽
地
区
:
:
:
民
富
度
で
は
第
二
位
で
高
い
が
、
商
品
化
本
は
低
い
方
に
属
し
て
お
り
、
丁
度
四
国
地
区
と
逆
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

従
っ
て
結
果
的
に
は

商
品
生
産
度

ωが
四
田
地
区
と
同
じ
に
な
っ
て
い
る
が
、
四
は
逆
に
全
国
平
均
を
下
廻
っ
て
い
る
点
注
目
さ

れ
る
。

北
陸
地
区
:
:
:
民
富
度
・
商
品
化
お
?
と
も
に
全
国
平
均
以
下
な
の
で
、
商
品
生
産
度
も
ま
た
平
均
以
下
で
あ
る
。
し
か
し
東
北
等
辺
境

コ
一
地
区
よ
り
は
か
な
り
高
い
。

東
北
地
区
・
山
陰
地
区
・
九
州
地
区
:
:
:
こ
れ
ら
三
地
区
は
す
べ
て
に
お
い
て
最
も
低
い
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
。
商
品
生
産
度

引
に
お
い
て
特
に
ζ

の
点
が
明
瞭
に
観
取
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
三
地
区
が
農
村
商
品
経
済
発
達
が
著
し
く
立
遅
れ
て
い
て
、
い
わ
ば
辺

境
地
区
と
し
て
の
特
徴
を
表
わ
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
九
州
地
区
の
発
達
が
連
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

、

府

県

別

考

察

以
上
に
お
い
て
種
々
の
視
角
か
ら
農
村
に
お
け

る
商
品
経
済
の
発
達
を

地
区
を
単
位
と
し
て
考

察
し
た
。
し
か
し
第
一
表
を
一
見
し
て
明
ら
か
な

よ
う
に
、
同
一
地
区
内
に
お
い
て
も
府
県
毎
の
差

呉
は
極
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
で
次
に

府
県
毎
に
具
体
的
な
内
容
の
検
討
を
試
み
る
こ
と

に
よ
っ
て

そ
の
地
域
的
特
性
を
摘
出
す
る
と
と

も
に
、
各
地
区
の
特
殊
性
を
一
層
明
瞭
に
し
よ
う
。

産出金額 !百分率

円 i 日6
18，605，495 I 19.6 

17，159，141 I 18.0 

7，434，509 I 7.8 
6，338，489 I 6.7 

6，164，752 i 6.5 

6，036，757 I 6.3 

5，442，523 I 5.7 

5，166，881 I 5.4 
4，917，261 I 5.2 
3，951，163 I 4.2 

3，442，059 I 3.6 

2，939，681 I 3.1 
1，816，071 I 2.0 
1，575，333 I 1.7 

1，432，370 I 1.5 

1，379，861 I 1.5 

1，328，825 I 1.4 

第 3表

酒類

織物類

綿類

;寝泊

伎糸類

菜種

油類

紙類

繭

茶

墜

煙車

綿糸類

~iffl 類

畏楚類

砂糖

麻類

種立，t1
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以下における府県別の検

討の参考のために掲げる

全国産出金額合計とその

百分率である。

備考



(1) 

東

北

t也

区

す
で
に
述
べ
た
如
く
、
東
北
地
区
は
山
陰
・
九
州
両
地
区
と
共
に
、

農
村
的
商
品
生
産
の
最
も
遅
れ
た
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
。

第
一
表
に
み
る
よ
う
に
、
こ
の
地
区
の
過
半
の
県
は
C
級
に
属
し
て
お
り
、

若
松
の
四
県
で
あ
る
。

比
較
的
発
達
を
示
し
て
い
る
の
は
、
置
賜
・
磐
前
・
福
島
・

東
北
地
区
は
遅
れ
た
地
区
共
通
の
現
象
と
し
て
、
授
業
生
産
こ
と
に
米
作
の
占
め
る
比
重
が
大
き
い
(
当
時
の
米
践
出
金
額
の
全
生
産
金
額

に
対
し
て
占
め
る
比
率
は
全
国
平
均
で
は
三
八
・
四
ゲ
庁
、

東
北
地
区
で
は
四
0
・
八
%
)
。
特
に
白
木
海
側
の
秋
田
・
山
形
・
沼
田
県
な
ど
で
ζ

の
傾
向

が
顕
著
で
あ
り
、

ま
た
太
平
洋
側
で
も
宮
城
・
岩
手
両
県
は
か
な
り
高
い
。

逆
に
米
の
産
出
率
(
会
生
産
金
額
に
対
す
る
比
率
、
以
下
向
断
)

が
低
い
の
は
、
水
沢
・
置
賜
・
磐
前
・
福
島
・
若
松
の
五
県
で
、

こ
の
う
ち
水
沢
県
を
除
い
た
他
の
四
県
は
、
東
北
地
区
で
は
農
村
的
踊
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品
生
産
の
発
達
し
た
地
方
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

次
に
農
村
的
商
品
一
七
品
目
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
総
計
に
刻
し
て
酒
産
出
額
の
占
め
る
百
分
率
は
、
全
国
平
均
で
は
一
九
・

六
%
な
の
に
較
べ
、
東
北
地
区
で
は
二
八
・
七
%
を
算
し
、
か
な
り
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
殊
に
青
森
・
秋
田
・
酒
田
県
な
ど
に
お
い
て
は

五
O
乃
至
八
O
%
に
達
し
て
お
り
、
が
い
し
て
米
の
産
出
の
多
い
県
は
酒
造
高
も
多
い
と
い
え
る
。

た
だ
し
青
森
県
は
東
北
地
区
に
お
い

て
は
や
や
米
の
産
出
率
が
低
い
が
、
沼
産
出
率
は
著
し
く
高
く
、
山
形
県
は
こ
れ
と
逆
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
農
村
的
高
品
生
産

の
比
較
的
発
達
し
て
い
る
前
記
四
県
は
す
べ
て
沼
の
産
出
率
の
低
い
こ
と
も
注
目
に
値
い
し
よ
う
。

次
に
乙
の
地
区
に
お
い
て
燦
村
的
商
品
生
産
の
発
達
し
て
い
た
四
県
の
具
体
的
内
容
を
み
よ
う
。

置
賜
隠
mi---
炭
村
的
商
品
一
七
口
問
問
中
主
要
な
も
の
と
、
そ
れ
ら
が
一
七
品
目
生
産
額
合
計
に
対
し
て
占
め
る
比
率
は
、
生
糸
(
一

七
%
)
、
織
物
(
一
七
・
O
%
)
、
繭
(
一
六
・
一
%
)
、
消
(
一
了
二
%
)
、
煙
草
(
一
了
一
%
)
な
ど
で
あ
る
。
従
っ
て
衣
料
繊
維

経
済
学
研
究

ノ、
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工
業
に
関
係
す
る
前
一
一
一
者
合
計
は
五
六
・
八
%
の
高
率
に
達
す
る
。
そ
れ
故
こ
の
県
の
比
較
的
高
い
農
村
的
商
品
生
産
発
達
度
は
、

も
っ
ぱ
ら
こ
の
衣
料
繊
維
関
係
商
品
(
以
下
に
お
い
て
は
繊
維
関
係
品
と
称
す
る
)
生
産
の
著
し
い
高
さ
に
由
来
す
る
こ
と
が
窺
え

マ
令
。

磐
前
県
:
:
・
紙
類

了
八
%
)
、
生
糸
(
一
四
・
九
%
)
、

酒
(
一
五
・
一
%
)
、

藍
玉
(
一
回
・
六
%
)
、

繭
(
九
・
六
%
)
な
ど
が
主

要
な
農
村
的
商
品
で
あ
る
。

こ
の
県
で
は
紙
類
の
産
出
が
三
O
万
円
(
強
)
で
全
国
第
一
一
一
位
、
藍
玉
の
産
出
が
一
四
万
円
(
弱
)
で

第
四
位
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
産
出
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
が
、
農
村
的
商
品
生
産
一
度
を
高
め
る
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
繊
維
関
係
品
は
上
記
生
糸
・
繭
に
綿
類
(
了
五
%
)
、
織
物
類
(
了
二
%
)
、
麻
類
(
0
・
一
%
)
ぞ
加
え
る
と
、
二
七
・

一
%
に
な
る
が

こ
れ
は
全
国
平
均
の
三
九
・
五
%
に
較
べ
て
か
な
り
低
い
。

生
糸
は
一
一
一
七
万
円
(
強
)
で
全
国
第
五
位
、
繭
は
三
二
万
円
(
強
)
で
第
一
二
位
で
あ
る
。
当
県
は
製
糸
業
の
中
心
地
の
一
つ
で
あ
り
、

こ
れ
ら
に
織
物
(
五
・
O
%
)
、
綿
・
麻
糸
類
(
0
・
二
%
)
を
合
計
し
た
繊
維
関
係
品
は
実
に
七
了
五
%
と
い
う
圧
倒
的
高
さ
を
示
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福
島
県
:
:
:
生
糸
(
三
五
・
四
%
)
、
臨
(
一
二
0
・
九
%
)
、
泊
三
五
・
O
%
)
が
主
要
な
農
村
的
商
品
で
あ
る
。
産
出
絶
対
量
も
多
く
、

し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
七
品
目
以
外
で
は
、
蚕
卵
紙
の
産
出
が
二
ニ
万
余
円
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
明
白
な
よ
う
に
、

本
県
で
は
絹
業
関
係
の
農
村
的
商
品
生
産
の
発
達
が
著
し
か
っ
た
。

若
松
県
:
:
:
酒
(
二
二
・
六
%
)
、
油
2
7
0
%
)
、
織
物
類
(
一
0
・
九
%
)
、
生
糸
(
七
・
八
%
米
醤
油
(
七
・
五
%
)
、
繰
綿
(
六
・

六
%
)
、
菜
種
(
六
・
五
%
)
、
繭
・
麻
類
(
い
ず
れ
も
六
・
O
%
)
な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
当
県
は
前
記
三
県
と
異
な
り
、
繊
維

関
係
品
で
は
絹
・
綿
両
部
門
が
大
体
匹
敵
し
て
い
る
。
上
記
の
ほ
か
に
綿
糸
類
(
ニ
・
七
%
〕
を
加
え
た
繊
維
関
係
品
合
計
は
四
0
・

O
%
と
な
り
、
全
国
平
均
と
ほ
ぼ
同
一
で
は
あ
る
が
、

東
北
地
区
に
お
け
る
ζ

の
県
の
農
村
的
商
品
生
産
の
相
対
的
高
度
性
は
斯
業

日
仏
由
来
し
て
い
る
。



(2) 

関

東

地

区

関
東
地
区
は
前
記
の
如
く
、
民
寓
度
・
商
品
生
産
度
・
商
品
化
率
い
ず
れ
に
お
い
て
も
全
国
平
均
を
若
干
上
廻
っ
て
い
る
が
、
府
県
毎

に
観
察
す
る
と
か
な
り
大
会
な
地
域
差
が
見
出
さ
れ
る
。

ζ

の
地
区
で
も
東
北
地
区
に
お
い
て
み
ら
れ
た
と
同
様
に
、
米
の
産
出
が
多
い
県
に
酒
(
及
び
醤
油
)
醸
造
且
一
旦
が
多
い
。
す
な
わ
ち
茨

城
・
新
治
・
千
葉
の
三
県
は
い
ず
れ
も
米
の
産
出
額
が
全
生
産
額
の
四
九
%
台
に
達
し
て
い
る
が
、
一
七
品
目
合
計
に
対
し
て
酒
造
額
の

占
め
る
比
率
は
、
茨
城
県
に
お
い
て
四
三
・
二
%
、
新
治
・
千
葉
両
県
は
一
一
一
O
%
を
超
え
、
同
じ
く
醤
油
は
千
葉
・
新
治
両
県
と
も
一
一
一
O
%

を
凌
ぎ
、
茨
城
県
で
も
一
二
%
に
及
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
こ
の
三
県
は
神
奈
川
・
足
柄
両
県
と
共
に
、
関
東
地
区
に
お
け
る
農

村
的
商
品
生
産
の
発
達
が
遅
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
乙
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

逆
に
発
達
の
著
し
い
の
は
栃
木
・
熊
谷
・
埼
玉
(
及
び
東
京
)
な
ど
の
府
県
で
、
こ
ζ

で
は
米
の
産
出
率
は
い
ず
れ
も
一
一
O
%
台
で
低
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く
、
繊
維
関
係
口
聞
の
産
出
が
尾
大
で
あ
る
。
次
に
主
要
な
府
県
の
産
出
内
容
を
検
討
し
よ
う
。

栃
木
県
:
:
:
全
国
的
に
み
て
も
農
村
的
商
品
生
産
の
最
も
発
達
し
て
い
た
県
の
一
つ
で
、
殊
に
商
品
化
率
は
全
国
一
を
示
し
て
い
る
。

一
七
品
目
中
圧
倒
的
に
多
い
の
は
織
物
類
で
二
四
四
万
円
(
弱
)
、
五
五
・
六
%
を
算
し
、
こ
の
う
ち
絹
綿
交
織
物
の
産
額
は
全
国
一
、

絹
織
物
は
第
二
位
、
綿
織
物
は
第
七
位
を
占
め
て
い
る
。
織
物
の
過
半
は
綿
製
品
で
あ
る
が
、
木
県
の
綿
花
・
綿
糸
類
の
産
出
は
僅

少
で
あ
る
か
ら
、
畿
内
・
尾
張
等
で
産
し
た
綿
を
原
料
に
し
て
、
問
屋
制
的
支
配
の
下
に
織
出
し
た
も
の
が
主
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
な
お
繊
維
関
係
ロ
聞
の
産
出
が
六
八
・
七
%
を
占
め
て
い
る
た
め
、
他
種
の
商
品
産
出
比
率
は
酒
(
一
七
・
六
%
)
を
除
く
と
、

産
出
量
は
必
ず
し
も
少
な
く
な
い
も
の
も
あ
る
が

い
ず
れ
も
五
%
に
み
た
な
い
。

熊
谷
県
:
:
:
当
県
は
栃
木
県
と
並
ん
で
関
東
地
区
で
農
村
的
商
品
生
産
が
最
も
発
達
し
て
お
り
、
ま
た
全
生
産
額
、

一
七
品
目
生
産
額

経
済
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明
治
初
期
農
村
経
済
の
一
考
察

寺
島

合
計
い
ず
れ
も
全
国
首
位
に
あ
る
。

ζ

の
県
は
現
在
の
群
馬
県
の
大
半
と
埼
玉
県
の
一
部
を
包
含
し
て
お
り
、
桐
生
・
伊
勢
崎
・
熊

谷
・
高
崎
・
前
橋
な
ど
が
存
在
し
、
日
本
繊
維
工
業
の
一
大
中
心
地
を
形
成
し
て
い
た
。
主
要
な
も
の
は
生
糸
二
ニ
四
万
円
余
(
ニ

四
・
三
%
)
、

繭
一
二
四
万
円
余
(
二
ニ
・
五
%
)
で
い
ず
れ
も
全
国
一
の
産
額
で
あ
り
、

つ
い
で
織
物
類
九
二
万
円
余
(
一
六
・
七

%
)
で
あ
っ
て
、
絹
織
物
は
全
国
第
四
位
、
綿
織
物
は
第
八
位
で
あ
る
。
繊
維
関
係
品
の
合
計
は
六
六
・
二
%
に
達
す
る
た
め
、
他
に

み
る
べ
き
も
の
と
し
て
は
、
僅
か
に
酒
類
(
一
二
・
一
一
一
%
)
が
あ
げ
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

埼
玉
県
:
:
:
当
県
は
小
県
で
あ
る
た
め
、
商
品
化
率
は
か
な
り
高
い
が
、
農
村
的
商
品
生
産
絶
対
量
は
さ
し
て
大
き
く
な
く
、
ま
た
商

品
生
産
度
も
熊
谷
・
栃
木
県
に
較
べ
れ
ば
か
な
り
劣
っ
て
い
る
。
最
大
の
産
物
は
織
物
で
七
一
万
円
(
強
)
、
三
八
・
二
%
で
、
そ
の

大
部
分
は
綿
織
物
(
全
国
第
四
位
)
で
あ
る
。
ま
た
綿
類
(
綿
糸
・
木
綿
等
)
の
産
出
も
多
く
、
一
八
・
五
%
に
及
ぶ
。
こ
れ
ら
を
含

め
た
繊
維
関
係
品
合
計
は
六
一
一
一
・
二
%
に
達
し
、
ほ
か
に
酒
類
(
一
六
・
四
%
)
を
除
い
て
産
出
の
多
い
も
の
は
な
い
。

東
京
府
:
:
:
農
村
的
商
品
産
出
額
も
商
品
生
産
度
判
も
著
し
く
低
位
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
都
市
人
口
が
大
き
い
結
果
で
あ
っ
て
、
商
品
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生
産
度
目
は
か
な
り
高
い
。

当
府
で
は
織
物
が
五
八
・
七
%
を
占
め

つ
い
で
煙
草
(
一
三
・
二
%
〉

紙
類
(
八
・
二
%
)
、
酒
類

ハ
五
・
九
%
)
、
油
類
(
四
・
七
%
〉
、
醤
油
(
四
・
一
二
%
)
な
ど
が
主
要
な
産
出
物
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
う
ち
か
な
り
の
部
分
が

都
市
に
お
い
て
産
出
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
商
品
生
産
度
目
閣
も
過
大
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
点
注

意
を
要
す
る
。

千
葉
県
及
び
新
治
県
:
:
:
千
葉
県
は
農
村
的
商
品
生
産
額
は
少
な
く
は
な
い
が
、
商
品
化
率
も
商
品
生
産
度
も
か
な
り
低
い
。
当
県
の

特
徴
は
醤
油
の
主
産
地
で
あ
る
野
間
・
銚
子
を
控
え
て
い
る
た
め
、
一
七
品
目
中
醤
油
が
一
ニ
7
0
%
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
h

全
国

一
の
産
出
額
、
で
あ
る
。
次
い
で
酒
類
が
三
0
・
八
%
で
あ
っ
て
、
両
者
と
も
金
額
に
し
て
四
九
万
円
を
超
え
て
い
る
。
上
記
に
続
く
の

は
茶
(
七
・
五
%
)
、
綿
類
(
七
・
四
%
)

織
物
全
ハ
・
九
%
)

油
類
全
ハ
・
三
%
〉
な
ど
で
あ
っ
て

織
物
を
除
く
三
者
は
全
国
平



均
比
率
よ
り
高
い
と
は
い
え
、

そ
も
そ
も
民
富
度
・
商
品
化
率
が
低
い
か
ら
、
こ
れ
ら
の
商
品
生
産
が
特
に
発
達
し
て
い
た
と
は
い

え
な
い
。
繊
維
関
係
品
の
比
率
は
一
六
・
五
%
に
過
ぎ
な
い
。

な
お
新
治
県
も
同
様
の
傾
向
が
あ
り
、
醤
油
・
酒
類
そ
れ
ぞ
れ
四
O
万
円
(
弱
〉
、
三

0
・
七
%
を
占
め
て
い
る
。
た
だ
し
当
県
は

千
葉
県
よ
り
民
寓
度
・
商
品
化
率
が
高
い
た
め
、
商
品
生
産
度
は
全
国
平
均
と
大
差
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
繊
維
関
係
品
の
比
率

も
や
や
高
く
二
四
・
七
%
で
あ
る
。

(3) 

~t 

陸

地

区

北
陸
地
区
は
B
級
に
属
す
る
が
、
全
国
平
均
よ
り
商
品
化
率
も
商
品
生
産
度
も
若
干
低
い
。
こ
の
地
区
に
属
す
る
四
県
の
地
域
差
が
比

較
的
小
さ
い
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
米
の
産
出
が
多
く
、
産
出
率
の
最
高
は
新
川
県
の
五
四
・
七
%
、
本
邦
随
一
の
米
産
地
新
潟
県
は
四
六
・
六
%
、
石
川
・
敦
賀

- 65-

両
県
も
四
O
%
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
米
の
産
出
比
率
が
高
い
に
も
拘
ら
ず
、
東
北
地
区
の
米
産
地
た
る
酒
悶
・
秋
田
県
な
ど
に

み
ら
れ
た
如
き
、
酒
類
産
出
ネ
の
異
常
な
高
さ
は
み
ら
れ
ず
、

石
川
・
新
潟
両
県
が
全
国
平
均
よ
り
若
干
高
い
程
度
で
、
新
川
・
敦
賀
両

県
は
む
し
ろ
下
廻
っ
て
い
る
。

ま
た
注
目
さ
れ
る
の
は
、

石
川
県
を
除
い
た
三
県
で
は
、
繊
維
関
係
品
の
生
産
率
が
四
五
乃
至
五
O
%
で
あ
っ
て
か
な
り
高
率
で
あ
り
、

こ
ζ

で
も
ま
た
東
北
地
区
で
み
ら
れ
た
の
と
逆
の
傾
向
が
見
出
さ
れ
る
。

新
潟
県
:
:
:
米
の
産
出
金
額
六
二
O
万
円
に
達
す
る
全
国
一
の
米
産
県
で
あ
り
、
米
の
商
品
化
も
か
な
り
発
達
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る

ハ註ぜ

か
ら
、
表
に
み
ら
れ
る
商
品
化
率
は
全
国
平
均
に
劣
っ
て
い
て
も
、
実
際
に
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

七
品
目
の
う
ち
最
大
の
も
の
は
織
物
類
(
一
二
四
・
O
%
)
で
、
金
額
に
し
て
九
八
万
円
(
弱
)
、

そ
の
過
半
は
綿
織
物
で
あ
っ
て
、
全

経
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閥
的
治
初
期
幾
村
経
済
の

考
察

十
ザ
ぬ

予告

の

で
あ
る

Q

ど
の

し
ろ
悲
い
が
、

こ
れ
ら
を
包
括
し
た
悦
繊
維
関
係
口
聞
は
五
了
五

ヴ
令
。

次
佼
は
滋
額
で
二
了
九
%
、
六

る

一
佼
は
藍
で
七
・
一
%

。
方
丹
〈
強
)
、

殺
で
あ
る
。

〈法〉

本
一
織
で
は
米
の
常
時
間
開
ル
刊
に
つ
い
て
俊
笠
上
潟
滋
し
て
い
な
い
が
、
古
川
憾
の
米
作
が
μ
伐
の
る
比
汲
の
お
き
た
み
て
も
無
視
し
え
な
い
ζ

と
は
い
ャ
フ

笈
で
も
な
い
Q

特
に
本
燥
の
米
の
商
問
附
ル
判
明
中
は
府
向
か
っ
た
と
絞
従
さ
れ
る

Q

な
お
、
山
口
、
前
畑
持
品
川
財
、
間
出
ご
頁
淡
び
一
三
一
夜
参
照
。

(4) 

出

地

区

東
山
地
症
は
い
う
ま
で

-
製
糸
a

織
物
議
が
急
設
に

上
廻
っ
て
お
り
、
殊
に
溜
品
花
率
は
誌
佼
で
あ
る

Q

乙
の
地
ぽ
に
属
す
る
閲
県
は

A
又
は
n
b

た
地
帯
ぜ
あ
り
、

-
詰
問
問
北
本

の

い

の

し
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て
お
り

の
差
は
比
較
的
小
さ
い
。

各
県
と
も
米
の
続
出
疫
が
普
く

五
%
乃
車
二
五
ム
ハ
%
)

れ
に
反
比
例
し

繊
維
関
係
品
の

い
(
八

と
の
切
っ
ち
山
梨
・
長
野
・
筑
摩
の

品
の
議
出
が
緩
め
て
多
く
、
地
方
こ
の
地
区
内
で
は
鳥
取
も
般
討
的
商
品
生
産
の

八

凶
一
・
七
ww
〉。

県
は
織
物
類
合
成
出
も
少
な
く
な
い

k
A
M
V
ア
」
ド

aH7

ル

MS'iM附

半
製

っ
て
い
る

る
岐
阜
県
で
は
、
繭
・
生

糸
の

比
較
的
少
な
く
、
濯
に
織
物
類
の

い
Q 

山
梨
県
:
:
:
東
山
地
況
で
は
燦
村
的
商
品
急
経
が
最
も
発
達
し
て
い
る

Q

の
経
山
山
物
片
山
繭

四

e

七
%
を
お
め
、

iζ 
し

て
七
八
万
丹
ハ
弱
)
、

あ
る
。

つ
い
で

/旬、

八
-
一
一
一
%
〉
、
生
来
(

ム
ハ
・
五
%
〉
、
織
物
額
三
六

%
)
な
ど

で
あ
る
。
織
物
懇
の
比
率
は
全
国
平
均
を
や
や
下
廻
っ
て
い
る
が
、
総

の
産
出
が
磁
大
な

議
縁
関
係
品
合
計
は
実

に
八
了
八
%
を
占
め

正ー

の

一
で
あ
る

Q

ζ

の
よ
う
な
織
韓
関
係
品
の
高
比
率
に
お
容
れ
て

上
記
以
外
の



商
品
生
産
率
は
全
般
的
に
低
位
に
あ
る
。

な
お
長
野
県
も
大
体
類
似
の
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
繊
維
関
係
品
の
比
率
は
六
ニ
・
一
%

で
あ
る
。

筑
摩
県
:
:
:
当
県
は
後
に
長
野
・
岐
阜
両
県
に
分
割
・
併
合
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
や
は
り
絹
業
が
発
達
し
て
い
る
。
首
位
は
織
物
類
で

五
O
万
円
(
強
〉
、

ニ
三
・
八
%
に
達
す
る
。

以
下
酒
類
つ
二
・
七
%
〉

生
糸
(
二
0
・
五
%
〉
、

繭
(
一
四
・
七
%
〉
な
ど
が
続
く
。

繊
維
関
係
品
会
計
の
比
率
は
六
0
・
四
%
に
及
ぶ
。

岐
阜
県
:
:
:
当
県
は
東
山
地
区
で
は
農
村
的
商
品
生
産
の
発
達
が
最
も
低
い
が
、
全
国
一
半
均
の
水
準
に
あ
る
。
織
物
類
の
産
出
金
額
五

O
万
円
を
超
え
、

一
五
・
五
%
で
首
位
に
あ
る
が
、
生
糸
(
八
・
六
%
〉
の
産
出
一
挙
が
相
対
的
に
低
い
た
め

繊
維
関
係
品
合
計
は
四
了
七
%
で
、
全
国
平
均
を
若
干
凌
ぐ
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
二
位
の
産
物
は
や
は
り
沼
類
で
一
九
・
九

他
方
繭
(
四
・
三
%
)
、

%
を
占
め
、

ま
た
上
記
以
外
で
は
茶
(
八
・
八
%
)
、
油
類
(
七
・
九
%
)
の
産
出
が
比
較
的
多
い
。
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(5) 

東

海

地

区

商
品
生
産
が
発
達
し
て
い
る
が
、

東
海
地
区
は
民
富
度
・
商
品
化
率
・
商
品
生
産
度
の
い
ず
れ
も
全
国
平
均
を
凌
駕
し
て
い
る
。
こ
の
地
区
で
は
愛
知
県
が
最
も
農
村
的

そ
の
程
度
は
辛
う
じ
て
A
級
に
属
す
る
に
す
ぎ
ず
、
逆
に
最
も
低
い
の
は
度
会
県
で
、

乙
の
県
の
み
C

級
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
地
区
も
比
較
的
県
毎
の
地
域
差
が
小
さ
い
と
い
え
よ
う
。

米
産
出
比
率
は
愛
知
県
(
三
回
・
八
%
〉
を
除
く
と

四
一
%
乃
至
五
O
%
程
度
で
全
国
平
均
よ
り
高
く

ま
た
酒
類
の
産
出
市
中
も
高

ぃ
。
し
か
し
ζ

の
地
区
の
特
徴
は
上
述
の
如
き
点
で
は
な
く
、
各
県
と
も
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
農
村
的
商
品
を
大
量
に
産
出
し
て
い
る

乙
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
静
岡
県
の
茶
(
一
ニ
四
・
九
%
)
、
浜
松
県
の
茶
(
ニ
二
・
三
%
〉
、
砂
糖
竺
二
・
四
%
〉
、
。
愛
知
県
の
綿
(
ニ
一
一
了
三

%)、

三
重
県
の
油
類
(
一
四
・
五
%
)
、
茶
(
一
0
・
0
%
〉
、
度
会
県
の
茶
つ
一
四
・
五
%
)
、
藍
三
二
・
五
%
)
、
紙
(
八
・
六
%
)
な
ど

経
済
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明
治
初
期
農
村
経
済
の
一
考
察

寺
島

が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
地
抵
の
愛
知
県
を
除
く
四
県
は
い
ず
れ
も
茶
の
産
出
率
が
著
し
く
高

い
が
、
繊
維
関
係
品
は
八
・
三
%
乃
歪
一
八
・
九
%
で
あ
っ
て
か
な
り
産
出
率
が
低
い
。
愛
知
県
は
こ
れ
と
逆
で
あ
っ
て
、
茶
の
産
出
率
は

7
0
%
に
過
ぎ
な
い
が
、
繊
維
関
係
口
聞
は
四
三
・
一
二
%
に
達
す
る
。

静
両
県
:
:
:
当
県
は
商
品
化
率
も
商
品
生
産
皮
も
全
国
平
均
よ
り
劣
っ
て
い
る
が
、
茶
の
産
出
が
駆
め
て
多
く
、
京
都
・
滋
賀
と
並
ん

で
著
名
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
茶
は
当
県
第
一
の
農
村
的
商
品
で
あ
っ
て
、
産
出
金
額
一
一
二
万
円
(
弱
)
、
三
四
・
九
%
を
算
す
る
。
以

下
酒
類
(
ニ
五
・
一
二
%
)
、
醤
油
(
八
・
六
%
)
、
紙
類
(
七
・
O
%
)
、

砂
糖
(
五
・
九
%
〉
、

油
類
(
五
・
四
%
)
な
ど
が
主
要
な
も
の

で
あ
る
。
前
述
の
如
く
が
い
し
て
東
日
本
の
各
府
県
に
お
い
て
い
段
出
の
多
か
っ
た
繊
維
関
係
品
の
産
出
率
は
、
当
県
に
お
い
て
極
め

て
低
く

九
・
五
%
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
う
ち
織
物
が
最
も
多
い
が

し
か
し
金
額
で
四
万
円
(
強
〉

四
・
九
%
で
あ
る
。
繭
・
生

が
圧
倒
的
に
多
い
。
な
お
こ
の
傾
向
は
こ
の
地
区
に
属
す
る
す
べ
て
の
県
に
共
通
す
る
現
象
で
あ
る
。
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糸
な
ど
の
絹
業
半
製
品
の
産
出
は
一
%
に
も
充
た
ず
、
む
し
ろ
綿
・
綿
糸
類
の
産
出
が
多
い
。
ま
た
織
物
で
も
絹
織
物
よ
り
綿
織
物

愛
知
県
:
:
:
当
県
は
農
村
的
商
品
生
産
額
に
お
い
て
熊
谷
・
京
都
に
つ
ぎ
第
三
位
で
あ
り
、
東
海
地
区
で
は
最
も
商
品
化
潔
了
商
品
生

度
度
が
高
い
。
最
大
の
産
物
は
酒
類
で
一
四
七
万
円
(
弱
〉

二
八
・
二
%
、

次
位
が
綿
で
一
一
二
万
円
(
強
)
、

二
三
・
三
%
を
算
し

産
額
に
お
い
て
共
に
全
国
第
一
一
位
で
あ
る
。
一
一
一
位
は
織
物
類
で
八
三
万
円
(
強
)
、

一
六
・
O
%
で
あ
り
、
そ
の
大
部
分
は
綿
織
物
で

あ
る
。

な
お
綿
糸
も
産
出
率
は
ニ
・
九
%
に
す
ぎ
な
い
が
、

綿
織
物
と
共
に
全
国
一
の
産
出
金
額
を
示
し
て
い
る
。
繭
・
生
糸
の
産

出
は
僅
か
一
・
一
%
に
す
ぎ
な
い
。
以
上
の
繊
維
関
係
口
聞
の
合
計
は
四
三
・
一
二
%
で
、
東
海
地
区
で
は
際
立
っ
て
高
率
で
あ
る
。
上
記

の
ほ
か
比
較
的
産
出
の
多
い
の
は
菜
種
(
七
・
八
%
)
、
醤
油
企
ハ
・
O
%
)
、
油
類
(
四
・
一
%
)
、
藍
(
二
・
五
%
)
な
ど
で
あ
っ
て
、

必
ず
し
も
産
出
率
は
高
く
な
い
が
産
出
量
は
相
当
多
く
、

い
ず
れ
も
全
国
的
に
み
て
上
位
に
あ
る
。



(6) 

近

畿

t也

区

近
畿
地
区
は
前
述
の
如
く
、
商
品
化
率
で
は
第
二
位
に
あ
る
が

民
富
度
に
お
い
て
も
商
品
生
産
度
に
お
い
て
も
他
地
区
を
遥
か
に
引

離
し
て
首
位
に
あ
る
。

乙
の
地
区
内
に
お
い
て
も
和
歌
山
・
飾
磨
・
豊
岡
の
三
県
の
農
村
的
商
品
生
産
の
発
達
は
、
全
国
平
均
よ
り
も
劣

っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
他
方
京
都
・
大
阪
・
兵
庫
の
三
府
県
の
発
達
度
が
極
め
て
高
い
た
め
、

こ
の
よ
う
な
結
果
が
生
じ
た
の
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
こ
の
地
区
内
の
府
県
毎
の
地
域
差
は
著
し
く
大
き
い
。

米
の
産
出
率
は
京
都
(
二
ハ
・
二
%
)

大
阪
(
一
九
・
一
%
)
、

兵
燦
(
ニ
九
・
四
%
)
な
ど
の
府
県
で
は
非
常
に
小
さ
く
、
奈
良
・
豊

岡
両
県
で
は
全
国
一
半
均
並
み
、
堺
(
四
四
・
O
%
)

和
歌
山
(
四
八
・
二
%
)
、

飾
磨
(
四
七
・
ニ
%
)
の
三
県
で
は
か
な
り
大
き
い
。
酒

た
だ
し
兵
庫
県
の
み
は
例
外
で
あ
っ
て
、
上
記
の
如
く
同
県
の
米
の
産
出
率
は
低
い
が
、
酒
類
の
産
出
が
頗
る
多
い
。

一
七
品
目
の
ち
繊
維
関
係
品
の
占
め
る
比
率
は
、
和
歌
山
・
兵
揮
・
飾
磨
の
三
県
を
除
く
と
い
ず
れ
も
非
常
に
高
い
。
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類
の
産
出
は
東
北
地
区
に
お
い
て
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
米
の
産
出
の
多
い
県
に
お
い
て
多
い
と
い
う
傾
向
が
こ
の
地
区
で
も
み
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
大
阪

堺
・
奈
良
の
三
府
県
で
は
綿
業
関
係
品
が
圧
倒
的
に
多
く
、
豊
岡
県
で
は
逆
に
絹
業
関
係
口
聞
が
多
い
。

京
都
府
:
:
:
民
富
度
に
お
い
て
全
国
て
総
生
産
額
及
び
農
村
的
商
品
生
産
額
で
は
熊
谷
県
に
次
ぎ
第
二
位
で
あ
り
、
商
品
化
率
・
商

品
生
態
度
も
著
し
く
高
い
。
当
府
最
大
の
産
物
は
い
う
ま
で
も
な
く
織
物
類
で
あ
っ
て
、
二
二
七
万
円
(
弱
)
、

四
三
・
二
%
に
達
し

こ
の
う
ち
絹
織
物
は
一
五
O
万
円
(
強
)
で
全
国
一
、
絹
綿
交
織
物
は
二
七
万
円
(
弱
)
で
第
二
位
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
織
物
類

の
過
半
は
絹
業
関
係
品
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
相
当
部
分
が
西
陣
を
中
心
と
す
る
京
都
市
内
で
製
織
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
産
出
の
多
い
の
は
実
綿
・
繰
綿
類
で
一
ニ
六
万
円
(
弱
)
を
算
し
、
こ
れ
ま
た
日
本
一
の
産
額
を
示
し
て
い
る
。
腕
・
生
糸
の
産

出
は
少
な
く
、
両
者
合
せ
て
僅
か
了
O
%
に
す
ぎ
な
い
。
以
上
の
繊
維
関
係
品
を
総
計
す
る
と
六
八
・
一
%
に
達
す
る
。
と
の
比
率

経
済
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察
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た
と
え
ば
全
国
第
四
位
の
産
額
を
示
し
て
い
る
酒
類
も
比
率
は
ご
一
一
・
O
%
と
い
う
比
較
的
低
い
数
字
を

表
わ
し
て
い
る
。
ま
た
本
府
は
茶
の
主
産
地
の
一
つ
で
、
産
額
四
五
万
円
(
弱
〉
、
八
・
五
%
に
及
ぶ
。
上
記
以
外
の
農
村
的
商
品
は

の
極
め
て
大
き
い
結
果
、

一
一
%
に
も
充
た
な
い
。

大
阪
府
:
:
:
本
府
も
農
村
的
商
品
生
産
の
極
め
て
発
達
し
た
と
ζ

ろ
で
あ
る
。
商
品
化
率
・
商
品
生
産
度

ωは
左
程
大
き
く
は
な
い
が
、

こ
れ
は
当
府
に
お
い
て
都
市
人
口
数
が
非
常
に
大
き
い
た
め
で
あ
っ
て
、
商
品
生
産
度
倒
は
京
都
府
と
並
ん
で
図
破
抜
け
た
高
さ
を

示
し
て
い
る
。
最
大
の
農
村
的
商
品
は
織
物
類
で
九
一
万
円
(
弱
)
、

一
五
・
O
%
に
達
し

こ
の
殆
ん
ど
は
綿
織
物
で
あ
り
、
産
出

量
で
は
全
国
一
で
あ
る
。
次
に
産
出
の
多
い
の
は
綿
類
で
五
八
万
円
(
弱
)
、
二
一
一
・
二
%
で
あ
っ
て
こ
れ
は
全
国
第
二
位
で
あ
る
。

繭
・
生
糸
の
産
出
は
皆
無
に
近
い
。
繊
維
関
係
口
聞
の
総
計
は
五
七
・
八
%
で
あ
る
。
一
一
一
位
以
下
の
主
要
な
産
物
は
、
油
類
(
一
五
・
八
%
〉

蝦
類
(
八
・
三
%
)
、

酒
類
(
七
・
O
%
〉
、

煩
平
(
六
・
五
%
)
な
ど
で
あ
り

こ
の
う
ち
油
類
・
蝋
類
・
煙
草
は
単
に
産
出
比
率
が
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一
角
い
の
み
な
ら
ず
、
産
出
量
が
大
き
く
、
全
国
一
又
は

一
位
に
あ
る
。

兵
庫
県
:
:
:
商
品
化
率
が
四
0
・
0
%
で
最
高
で
あ
り
、

産
物
は
酒
類
で
、
そ
の
産
額
一
一
八
万
円
(
弱
)
、
七
八
・
七
%
を
算
し
、
全
国
一
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
う
ち
の
か
な
り
の
部
分
が
都

ま
た
商
品
生
産
度
も
相
当
高
い
。
本
県
は
灘
を
控
え
て
い
る
た
め
、

最
大
の

市
生
産
口
聞
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
と
も
あ
れ
農
村
的
商
品
生
産
物
中
に
お
い
て
消
類
が
占
め
る
圧
倒
的
比
重
は
否
定
し
え
ぬ
と

こ
ろ
で
あ
る
。

ζ

の
結
果
他
の
農
村
的
商
品
は
生
産
量
に
お
い
て
も
比
率
に
お
い
て
も
著
し
く
低
い
。
こ
の
う
ち
主
な
も
の
を
摘
記

す
る
と
、
綿
(
四
・
七
%
)
、
醤
油
(
四
・
四
%
〉
、
菜
種
(
一
一
了
七
%
)
、

油
類
(
一
一
了
三
%
)
な
ど
で
あ
っ
て
、

繊
維
関
係
品
の
合
計

は
僅
か
六
・
三
%
に
す
ぎ
な
い
。

飾
磨
県
・
・
・
・
・
・
農
村
的
商
品
生
産
の
発
達
は
、

豊
岡
県
と
並
ん
で

B
級
に
属
す
る
。

米
の
産
出
比
率
は
四
七
・
二
%

農
村
的
商
品
中
首

伎
に
あ
る
酒
類
は
六
O
万
円
(
強
)
、
三
三
・
五
%
で
あ
る
。
次
位
は
織
物
類
で
一
七
・
九
%
、
そ
の
他
の
繊
維
関
係
品
で
は
綿
類
(
一



四・一一一%)、

綿
糸
合
一
・
二
%
)
が
主
要
な
も
の
で
あ
っ
て

綿
業
が
圧
倒
的
で
あ
る
。

以
上
み
た
よ
う
に
木
県
は
米
の
産
出
率
も

酒
の
産
出
市
中
も
相
当
高
く
、

し
か
も
繊
維
関
係
品
の
比
率
が
全
国
平
均
並
み
で
あ
っ
て
、
珍
ら
し
い
ケ

l
ス
で
あ
る
。
他
の
主
な
産

物
は
醤
油
(
一
六
・
一
%
)
、
油
類
(
四
・
五
%
〉
、
菜
種
(
四
・
O
%
)
な
ど
で
あ
る
。

豊
岡
県
:
:
:
当
県
の
農
村
的
商
品
生
産
は
ほ
ぼ
全
国
的
水
準
に
あ
る
。
最
大
の
産
物
は
織
物
類
で
五
一
万
円
(
強
)
、
一
一
一
七
・
六
%
、
二

佼
は
生
糸
で
一
八
・
四
%
で
あ
る
。
ま
た
摘
も
七
・
二
%
で
あ
っ
て
、
絹
業
の
比
重
が
大
き
い
。
他
方
綿
類
は
四
・
六
%
、
綿
糸
は
一
・

O
%
で
か
な
り
少
な
い
。

乙
れ
ら
繊
維
関
係
品
の
合
計
は
六
六
・
四
%
に
達
し
相
当
高
率
で
あ
る
。

(7) 

四

国

地

区

四
園
地
区
は
前
述
の
如
く
民
富
度
は
低
い
が
、
商
品
化
率
が
比
較
的
高
く
、
商
品
生
産
度
は
全
国
的
水
準
よ
り
上
に
あ
る
と
み
な
し
て
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よ
か
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
地
底
の
三
県
を
検
討
し
て
み
る
と
、
か
な
り
大
き
な
地
域
差
が
見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
瀬
戸
内
海
に
崩
し
、

京
・
阪
・
神
に
地
理
的
に
近
い
名
東
県
は
商
品
化
率
も
商
品
生
産
度
も
著
し
く
高
く
、
他
の
ニ
県
つ
ま
り
高
知
・
愛
媛
の
両
県
は
名
東
県

よ
り
も
遥
か
に
発
達
が
遅
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
全
国
平
均
よ
り
も
下
廻
っ
て
い
る
。

当
地
区
の
三
県
と
も
米
の
産
出
率
は
が
い
し
て
低
く
っ
こ
・
四
乃
至
三
六
・
二
%
)
、

ま
た
農
村
的
商
品
生
産
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を

有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
名
東
県
の
藍
・
砂
糖
、
愛
媛
県
の
紙
・
蝋
類
、
高
知
県
の
紙
類
は
全
国
有
数
の
特
産
物
と
な
っ
て
い
る
。

名
東
県
:
:
・
当
県
最
大
の
産
物
は
藍
類
で
、
一
一
二
万
円
(
弱
)
、
二
九
・
五
%
を
占
め
、
全
国
一
の
産
出
額
で
あ
る
。
次
位
は
砂
糖
で

乙
れ
ま
た
琉
球
・
鹿
児
島
を
除
く
と
全
国
一
で
あ
る
。
三
位
以
下
は
酒
類
(
一
四
・
六
%
)
、
綿

綿
糸

七
三
万
円
(
弱
)
、

一
七
・
八
%
で
、

ハ一

0
・
八
%
〉
、

醤

油

会

ハ

・

九

%

)

、

煙

草

(

一

了

八

%

)

、

(
一
了
四
%
)
な
ど
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
比
率
に
お
い
て
は
高
く
は
な
く
と
も
、
産
出
量
に
お
い
て
は
い
ず
れ
も
全
国

織
物
ハ
五
・
一
%
)
、

油
類
(
四
・
一
%
)
、

菜
種
(
二
・
五
%
)
、
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的
に
み
て
上
位
に
あ
る
。

愛
媛
県
:
:
:
木
県
の
首
位
の
産
物
は
滴
類
で
五
五
万
円
(
強
)

三
了
四
%
を
占
め
る
。
二
位
は
織
物
類
で
二

0
・
七
%
を
算
す
る
が
、

他
の
繊
維
関
係
品
で
は
綿
類

綿
糸
(
一
了
四
%
)
な
ど
が
主
な
も
の
で
、
繭
・
生
糸
類
は
皆
無
に
近
く
、

コ
一
位
の
紙
類
は
二
七
万
円
(
弱
)
一
五
・
四
%
で
、
全
国
第
四
位
に
あ
る
。

-
九
%
〉
、

以
上
の
合

計
は
二
八
・
二
%
で
あ
る
。

ま
た
蝋
類
の
産
額
も
多
く
、

一
四
万
円
(
弱
)

七
・
七
%
で
あ
っ
て

こ
れ
は
全
国
第
二
位
で
あ
る
。

高
知
県
・
:
・
:
当
県
で
は
紙
類
の
産
出
が
経
め
て
多
く
、

比
率
に
お
い
て
四
一
一
一
・
一
%
を
占
め
、
山
口
県
に
つ
ぐ
度
額

を
示
し
て
い
る
。
次
は
酒
類
(
二
五
・
八
%
〉
、
醤
油
公
ハ
・
五
%
)
な
ど
の
醸
造
品
で
あ
っ
て
、
繊
維
関
係
品
は
一

0
・九

μに
す
ぎ

四
七
万
円
(
弱
)
、

E

、。
ふん

'
U

(8) 

山

陽

t也

区
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山
陽
地
区
は
民
富
度
が
や
や
高
い
が
、
農
村
的
商
品
生
産
の
発
達
は
全
国
水
準
よ
り
や
や
遅
れ
て
い
る
。

こ
の
地
区
で
は
山
口
県
が
A

級
に
属
し
て
い
る
が
、
他
の
四
県
は
か
な
り
同
県
よ
り
発
達
が
遅
れ
て
い
て
、
全
間
平
均
よ
り
相
当
低
位
に
あ
り
、
山
陰
地
区
と
ほ
ぼ
向

一
の
水
準
に
あ
る
。

山
口
県
(
一
一
九
・
九
%
)
が
最
低
で
、
他
の
一
ニ
県
は
ほ
ぼ
全
国
一
半
均
並
み
で
あ
る
。

こ
の
地
区
内
で
共
通
し
て
み
ら
れ
る
の
は
綿
類
の
産
出
が
が
い
し
て
多
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
北
条
県
で
は
酒
類
・
茶
、
岡
山

県
で
は
酒
類
・
油
類
、
小
田
県
で
は
煙
草
、
広
島
県
で
は
酒
類
・
織
物
類
、
山
口
県
で
は
紙
類
・
菜
種
・
油
類
の
産
出
率
が
高
い
。
た
だ

米
の
産
出
率
は
岡
山
県
(
五
三
・
一
%
)
が
最
高
、

し
小
田
県
の
煙
草
と
山
口
県
の
三
種
目
を
除
く
と
、
産
出
絶
対
量
は
左
程
大
き
く
は
な
い

小
問
問
A
j
-
-
-
当
県
は
山
陽
地
区
内
で
発
達
が
最
も
連
れ
て
い
る
。

最
大
の
産
物
は
綿
類
で
二
七
・
O
%
を
占
め
て
い
る
。

し
か
し
織
物



類
(
五
・
六
%
)
、

生
糸
(
四
・
八
%
)
な
ど
の
産
出
が
少
な
い
た
め
、
繊
維
関
係
品
会
計
の
比
率
は
三
七
・
七
%
で
、
む
し
ろ
全
国
平

均
を
少
し
下
廻
っ
て
い
る
。
二
位
以
下
は
酒
類
(
一
七
・
四
%
)
、
時
草
(
一
五
・
六
%
可
能
席
類
(
一

0
・
九
%
)
な
ど
で
あ
っ
て
、

こ
の
う
ち
煙
草
は
一
六
万
円
(
強
)
で
全
国
第
二
位
、
畳
表
は
一
一
万
円
(
強
)
で
全
国
一
で
あ
る
。

山
口
県
・
・
・
・
・
・
農
村
的
商
品
生
産
総
額
で
は
全
国
第
五
位
に
あ
り
、

山
陽
地
区
内
で
は
発
達
が
著
し
い
が
、
商
品
化
率
は
全
国
一
半
均
よ
り

劣
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
第
一
の
産
物
は
紙
類
で
一
三
九
万
円
(
弱
)
、
三
九
・
二
%
を
示
し
、
勿
論
全
国
一
の
産
出
量
で
あ

以
下
は
酒
類
(
二
ニ
・
二
%
)
、

(
一
了
八
%
)
な
ど
が
主
要
な
も
の
で
あ
る
。

る

油
類
(
二
ニ
・
O
%
)
、

織
物
類
(
八
・
五
%
)
、

菜
種
(
七
・
九
%
)
、

主主l
類

綿
(
ム
ハ
・
二
%
)
、

こ
の
う
ち
油
類
、
菜
種
、
蝋
類
の
産
出
額
は
そ
れ
ぞ
れ
全
国
首
位
、
二
位
及
び
五
位
で

あ
る

Q

繊

維

関

係

品

は

上

記

織

物

類

の

ほ

か

、

綿

類

全

ハ

・

二

%

)

、

総

(

二

・

一

二

%

)

、

合

計

比
率
に
お
い
て
は
一
九
・
二
%
に
す
ぎ
ず
、

生
糸
(
二
・
二
%
)
な
ど
で
あ
っ
て
、

五
四
万
円
(
強
)
を
算
す
る
が
、

乙
の
地
区
内
で
は
最
低
率
で
あ
る
。
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(9) 

山

陰

fill. 

区

山
陰
地
区
は
東
北
・
九
州
地
区
と
共
に
、
農
村
的
商
品
経
済
の
遅
れ
た
地
方
に
属
す
る
。
東
北
地
区
の
置
賜
・
磐
前
・
福
島
県
、
九
州

地
区
の
三
瀦
県
の
よ
う
に
、
同
一
地
区
の
他
県
に
較
べ
て
発
達
の
著
し
い
県
が
当
地
区
で
は
存
注
せ
ず
、

一
県
と
も

C
級
に
属
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
三
県
と
も
に
商
品
化
率
・
商
品
生
産
度
が
低
く
て
地
域
差
が
僅
少
で
あ
る
の
が
、
こ
の
地
区
の
一
特
色
と
い
え
よ
う
。

三
県
と
も
米
の
産
出
率
が
高
く
(
四

0
・
四
乃
至
四
八
・
七
%
)
、
ま
た
酒
類
産
出
率
も
比
較
的
大
き
い
つ
一
一
二
・
一
乃
至
二
五
・
七
%
〉
。

繊
維
関
係
品
で
は
、
鳥
取
・
島
根
両
県
の
織
物
類
産
出
率
が
相
当
高
く
、
そ
れ
ぞ
れ
二
五
・
八
%
及
び
三
一
一
了
四
%
で
あ
っ
て
、
こ
の
ほ
か

綿
類
の
産
出
も
か
な
り
大
き
い
(
二
四
・
六
%
及
び
二
子
九
%
〉
。

従
っ
て
繊
維
関
係
品
の
合
計
で
は

両
県
は
五
四
・
一
ニ
%
及
び
五
O

七
%
で
あ
っ
て
過
半
を
占
め
て
い
る

U

他
方
浜
田
県
で
は
最
大
の
産
出
物
が
紙
類
で
あ
っ
て
、

二
四
万
円
(
弱
)
、
四
四
・
七
%
に
及
び
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こ
れ
は
全
国
第
五
位
で
あ
る
。
逆
に
繊
維
関
係
品
の
産
出
は
少
な
く
、
僅
か
二
ニ
・
五
%
に
す
ぎ
な
い
。

(10) 

九

jljl[ 

地

区

九
州
地
区
は
前
述
の
如
く
、
商
品
化
率
も
商
品
生
産
度
も
一
O
地
区
中
最
低
で
あ
る
。

こ
の
地
区
は
八
県
よ
り
な
る
が
(
鹿
児
島
県
を

除
く
)
、

こ
の
う
ち
農
村
的
商
品
生
産
の
発
達
度
が
B
級
に
属
す
る
の
は
三
瀦
・
宮
崎
の
両
県
の
み
で
、
他
は
す
べ
て
C
級
に
属
し
て
お

り
、
全
国
一
半
均
を
凌
駕
し
て
い
る
の
は
辛
う
じ
て
三
瀦
県
一
県
の
み
で
あ
る
。

米
の
産
出
率
は
.
長
崎
県
(
二
八
・
七
%
)

宮
崎
県
(
一
三
一
一
・
八
%
〉
を
除
く
と
、

四
四
・
三
%
乃
至
六
二
・
九
%
で
あ
っ
て

全
体
と
し

て
は
米
の
産
出
が
多
い
地
区
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
応
し
て
滅
類
の
産
出
率
も
高
く
、
宮
崎
県
を
除
い
た
七
県
は
い
ず
れ
も
全
国
平
均
を
凌

駕
し
て
お
り
、
殊
に
佐
賀
県
公
ハ
七
・
九
%
)
、

白
川
県
(
四
了
八
%
)
、

小
倉
県
(
四

0
・
五
%
)

福
岡
県
(
四

一
・
五
%
)
な
ど
に
お
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い
て
著
し
く
高
率
で
あ
る
。

逆
に
繊
維
関
係
品
の
産
出
率
は
い
ず
れ
に
お
い
て
も
低
く
、

最
高
の
小
倉
間
取
に
お
い
で
す
ら
二
五
・
五
%
で

あ
っ
て

三
瀦
・
佐
賀
・
白
川
・
大
分
な
ど
の
諸
県
は
一
O
%
に
も
充
た
な
い
。

三
瀦
県
:
:
:
上
記
の
如
く
当
県
は
九
州
地
区
で
は
農
村
的
商
品
生
産
の
発
達
が
最
も
進
ん
で
い
る
。
最
大
の
産
出
物
は
酒
類
で
ニ

0
・

二
%
を
占
め
て
い
る
。

つ
い
で
菜
種
(
一
七
・
七
%
)
、

油
類
(
一
六
・
八
%
)

紙
類
(
一
了
六
%
)

蝦
類
(
八
・
四
%
)
な
ど
で

あ
っ
て

こ
の
四
種
目
は
窪
出
量
の
点
で
も
全
国
的
に
上
位
に
あ
る
。
織
物
類
は
七
・
八
%
、

こ
れ
を
含
め
た
繊
維
関
係
品
合
計
は

僅
か
八
・
三
%
に
す
ぎ
ず
、
著
し
く
低
率
で
あ
る
。

な
お
三
瀦
県
を
除
い
た
他
の
諸
問
肘
で
、
消
類
を
除
い
た
主
要
な
農
村
的
商
品
を
摘
記
す
る
と
、
小
倉
県
で
は
織
物
類
・
蝋
類
、
福
岡
県
で

は
撒
類
、
長
崎
県
で
は
蝋
類
・
砂
糖
、
白
川
県
で
は
既
卒
・
砂
糖
・
蝋
類
・
麻
類
、
大
分
県
で
は
盤
蒋
類
・
蝋
類
、
宮
崎
県
で
は
醤
油
・
麻
類
な

ど
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
う
ち
長
崎
県
の
蝋
類
、
大
分
県
の
直
球
類
、
宮
崎
県
の
醤
油
以
外
は
産
出
金
額
が
一
五
万
円
に
み
た
な
い
。


